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器
具
の
洗
浄
な

ど
に
時
間
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

■　

緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
も
商

店
街
は
閑
散
と

し
た
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

■　

手
洗
い
が
で
き
な
い
（
や
り
た
く
な
い
）
通

所
者
が
い
ま
す
。	

（
障
が
い
者
施
設
）

■　

身
体
機
能
等
の
重
度
の
方
、
ご
家
族
の
理
由

等
に
よ
り
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
々

が
多
く
、
コ
ロ
ナ
発
生
前
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。	

（
介
護
施
設
）

■　

緊
急
事
態
宣
言
後
は
全
業
種
に
わ
た
り
影
響

が
拡
大
し
、
資
金
繰
り
に
窮
す
る
企
業
も
出
始

め
て
い
ま
す
。	

（
金
融
機
関
）

■　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
廃
業
す

る
事
業
所
が
増
え
て

い
ま
す
。

■�　

収
束
し
た
後
で
、

元
の
状
態
に
戻
れ

る
か
心
配
で
す
。

■�　

通
常
通
り
の
教

育
活
動
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、

　
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

■　

ウ
イ
ル
ス
は
見
え
な
い
の
で
、
い
つ
自
分
が
感

染
す
る
の
か
と
い
う
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。	

（
病
院
）

■　

玄
関
で
体
温
測
定
、
体
調
確
認
等
で
ト
リ
ア
ー

ジ
（
患
者
の
区
分
け
）
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
全

職
員
が
分
担
し
て
当
た
っ
て
い
ま
す
。	

（
病
院
）

■　

「
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
」
「
影
響
が
出
始

め
て
い
る
」
と
い
う
企
業
は
62
・
５
％
に
上
っ
て

い
ま
す
。	

（
機
械
器
具
工
業
協
組
）

■　

予
約
は
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、
来
店

も
激
減
し
ま
し
た
。	
（
飲
食
店
）

■　

食
品
を
扱
う
た
め
、
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
克
服
を
　

うえのはらで頑張る人　Vol.15
コロナ禍での市民の奮闘！

新型コロナウイルス感染症は市内でも
大きな影響をもたらしています。市立病
院や学校、商工会、飲食店、福祉施設な
どのみなさんの声を集めました。一刻も
早く回復を願う切実な思いがたくさん込
められています。

車は走っていても人は閑散

就労施設のうどんづくり

融資の相談も増加
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た
。　
　

���

（
金
融
機
関
）

■　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
い
じ
め
や

差
別
の
防
止
に
向
け
た
指

導
、
よ
り
安
心
で
き
、
明

る
い
気
持
ち
に
な
れ
る
時

間
や
空
間
（
集
団
）
づ
く

り
を
工
夫
し
ま
し
た
。	

（
学
校
）

■　

発
熱
外
来
を
設
け
る
な
ど
、
院
内
感
染
を
防
止

す
る
対
策
を
取
り
ま
し
た
。
透
析
の
患
者
さ
ん
は

入
口
を
別
に
す
る
な
ど
他
の
患
者
さ
ん
と
動
線
が

重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。	

（
病
院
）

　
訴
え
た
い
こ
と
は

■　

上
野
原
か
ら
は
倒
産
、
閉
店
す
る
と
こ
ろ
が
今

後
は
出
な
い
よ
う
手
厚
い
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

■　

上
野
原
市
事
業
者
応
援
事
業
補
助
制
度
な
ど
様

々
な
支
援
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

■�　

今
後
の
商
店
街

の
在
り
方
を
考
え

る
上
で
、
議
会
・

行
政
・
商
店
街
が

一
体
と
な
れ
る
下

地
を
造
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

■　

上
野
原
市
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
皿

も
少
な
い
の
で
、
議

会
や
行
政
も
協
力
し

て
対
応
す
る
仕
組
み

が
あ
る
と
心
強
い
で

す
。　

（
介
護
施
設
）

■　

今
後
の
教
育
活
動

に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
の
で
、
そ
の
こ
と
を

市
民
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。	

（
学
校
）

■　

相
談
・
支
援
が
本
来
の
仕
事
な
の
で
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
来
て
く
だ
さ

い
。	

（
商
工
会
）

■�　

一
人
ひ
と
り
が
感

染
防
止
に
努
め
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
体
調
が
悪
け

れ
ば
、
我
慢
せ
ず
に

連
絡
・
来
院
し
て
く

だ
さ
い
。	

（
病
院
）

　

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
し
ま

す
。
取
材
は
５
月
・
６
月
に
行
っ
た
の
で
、
状

況
が
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容

赦
く
だ
さ
い
。

学
習
の
定
着
に
不
安

が
あ
り
ま
す
。

	

（
学
校
）

■�　

長
期
休
業
に
よ
っ

て
児
童
・
生
徒
や
ご

家
庭
に
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
学
校
）

■　

臨
時
的
な
対
応
の
た
め
調
整
が
繰
り
返
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
向
け
て
の
準
備
な
ど
教
職
員

に
負
担
が
増
え
て
い
ま
す
。	

（
学
校
）

　
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
し
た
か

■　

手
洗
い
、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
施
設

や
器
具
の
消
毒
、
三
密
回
避
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
積
極
的
に
す
す
め
、
新
聞
折

込
広
告
も
出
し
ま
し
た
。	

（
飲
食
店
）

■　

施
設
内
及
び
送
迎
車
の
消
毒
・
除
菌
は
も
ち
ろ

ん
身
体
的
距
離
の
確
保
に
加
え
て
、
利
用
者
に
必

要
以
上
の
恐
怖
心
を
持
た
せ
な
い
よ
う
日
常
会
話

へ
の
配
慮
も
行
っ
て
い
ま
す
。	（
障
が
い
者
施
設
）

■　

個
別
に
回
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
た
の
で
、
情
報

提
供
を
濃
く
し
て
、
会
員
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。	

（
商
工
会
）

■　

感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め
従
来
の
電
車

通
勤
を
避
け
、
会
社
の
車
で
の
通
勤
を
行
い
ま
し

登校時にも体調チェック

テイクアウトの取組も

給付金の相談窓口

ガウンは企業から

3000 枚の手作りマスクが市民から

提供されました
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定例会で決まった主なこと

仲
間
川
簡
易
水
道
は
、
供
給
単
価
が
１
４
４
円
／
㎥
に
対
し
給
水
原
価

が
１
９
５
円
／
㎥
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
老
朽
管
等
の
更
新
や
給
水
人

口
の
減
少
を
見
込
ん
で
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
２
ヶ
月
の

使
用
量
が
40
㎥
使
用
す
る
家
庭
で
月
額
４
９
５
０
円
か
ら
８
５
１
４
円
と

な
り
ま
す
が
、
激
変
緩
和
と
し
て
令
和
３
年
４
月
、
令
和
５
年
４
月
と
二

回
に
分
け
た
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

条例
制定
　

仲
間
川
簡
易
水
道
の
料
金
を
改
定

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
４
日
か
ら
６

月
16
日
ま
で
13
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た

主
な
こ
と

※ 

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は 

６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
議
さ
れ
た
議
案

市
長
提
出
議
案	

35
件

　
　

計	

35
件

6月
定例会

議
案
第
65
号　

 

上
野
原
市
仲
間
川
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
74
号　

 

上
野
原
市
立
上
野
原
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規
模
改
造
（
老
朽
）
工
事
（
明

許
）
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

早
野
組
・
田
村
組
上
野
原
市
立
上
野
原
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規
模

改
造
工
事
共
同
企
業
体
と
の
請
負
契
約
が
、
事
後
審
査
型
条
件
付
き
一

般
競
争
で
締
結
し
ま
し
た
。

　
　

契
約
金
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
４
４
８
万
円

　
　

代
表
構
成
員　
　

甲
府
市
東
光
寺
１
丁
目
４
番
10
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

早
野
組

　
　

構
成
員　
　
　
　

上
野
原
市
上
野
原
７
５
４
６
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

田
村
組

契約
締結
　

上
野
原
中
学
校
屋
内
運
動
場

　

大
規
模
改
造
工
事
の
契
約
締
結

議
案
第
75
号　

 

化
学
消
防
自
動
車
購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
76
号　

消
防
団
用
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
３
台
購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
77
号　

消
防
団
用
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

消
防
自
動
車
５
台
を
条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
㈲
中
村
ポ
ン

プ
製
作
所
（
甲
府
市
）
と
購
入
契
約
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

消
防
署
用
化
学
消
防
自
動
車	

　
　
　
　

７
５
６
８
万
円

消
防
団
用
小
型
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
３
台	

２
１
５
３
万
２
５
０
０
円

消
防
団
用
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車	

２
１
２
７
万
４
０
０
０
円

契約
締結
　

消
防
自
動
車
５
台
を
購
入
契
約
締
結



5 上野原市議会だより No.62

定例会で決まった主なこと

議
案
第
68
号　

令
和
２
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

小
中
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
化
や
感
染
予
防
対
策
、
事
業
者
支
援
な

ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

■
子
ど
も
学
習
支
援
対
策
費	

２
０
６
４
万
円

	

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業

■
感
染
症
予
防
対
策
費	

２
３
６
３
万
２
千
円

	

避
難
所
感
染
対
策
や
マ
ス
ク
配
布
事
業
な
ど

■
生
活
関
連
支
援
対
策
費	

５
８
３
２
万
円

	

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
の
傷
病
手
当
金
の
支
給

	

高
校
生
・
大
学
生
等
へ
の
応
援
事
業

■
事
業
者
等
支
援
対
策
費	
２
４
３
４
万
６
千
円

	

中
小
・
小
規
模
事
業
者
や
施
設
の
休
業
補
償
な
ど

■
消
防
費	

１
８
５
万
円

	

感
染
拡
大
に
伴
う
救
急
資
機
材
購
入
経
費

■
道
路
橋
り
ょ
う
費	

３
０
４
１
万
２
千
円

	

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
事
業
費

■　

主
な
歳
入

	

国
庫
補
助
金	

１
億
４
０
２
３
万
８
千
円

	

財
政
調
整
基
金
繰
入
金	

２
５
１
２
万
１
千
円

	

市
債	

１
０
９
０
万
円

補正
予算
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど

　

１
億
７
６
２
５
万
９
千
円
の
予
算
計
上

議
案
第
81
号
～
第
94
号　

上
野
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

７
月
19
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
農
業
委
員
会
委
員
の
14
名
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　

農
業
委
員
会
委
員

	

岡
部　

公
史　

氏	

網
野　

和
夫　

氏　

	

久
島　

扶
幸　

氏　

	

古
家　

勝
夫　

氏　

	

木
田　

好
美　

氏	

佐
藤　
　

肇　

氏　

	

清
水　

範
男　

氏	

白
倉　

孝
造　

氏　

	

清
水　

藤
夫　

氏	

髙
橋　
　

正　

氏

	

石
井　

太
郎　

氏	

冨
澤　

太
郎　

氏

	

杉
本　

正
文　

氏	

平
賀
源
重
郎　

氏

９
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
適
任
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

	

岡
本　

和
洋　

氏

　

�	

安
藤　

成
子　

氏

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
が
議
会
の
同
意
を
得
て
推
薦
し
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

人事
案件

人事
案件

　

農
業
委
員
14
名
の
任
命
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
を
適
任

　

と
し
ま
し
た

議
案
第
95
号
～
第
96
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
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◆全会一致の議案

※　「－」は委員会付託が省略された議案です。

◆賛否のあった議案　(○賛成  ●反対　◎賛成討論者　 反対討論者）

令和 2年第２回定例会議決結果等一覧表

議
案
番
号

案      件     名

付
託
委
員
会

内
田
倫
弘

八
木
一
雄

山
口　

薫

白
鳥
純
雄

遠
藤
美
智
子

川
田
好
博

東
山
洋
昭

小
俣　

修

川
島
秀
夫

杉
本
公
文

山
口
好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本
友
栄

尾
形
幸
召

岡
部
幸
喜

尾
形
重
寅

審
議
結
果

65 上野原市仲間川簡易水道事業給水条例
の一部を改正する条例制定について

文教
厚生 〇 〇 〇 〇 〇

●
〇 〇

議
長● 〇 〇 欠

◎
〇

〇 〇
可
決

議
案
番
号

案      件     名 付託
委員会

審議
結果

62 専決処分の承認を求めることについて
（上野原市税条例等の一部を改正する条例制定について）

－ 承認

63 上野原市手数料条例の一部を改正する条例制定について
総務
産業

可決

64 上野原市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定について －

66 上野原市介護保険条例の一部を改正する条例制定について
文教
厚生

67 上野原市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定について
総務
産業

68 令和２年度上野原市一般会計補正予算（第２号）

－

69 令和２年度上野原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

70 令和２年度上野原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

71 令和元年度上野原市継続費繰越計算書の報告について

受理72 令和元年度上野原市繰越明許費繰越計算書の報告について

73 令和元年度上野原市事故繰越し繰越計算書の報告について

74 上野原市立上野原中学校屋内運動場大規模改造（老朽）工事（明許）請負契約締結に
ついて

総務
産業

可決
75 化学消防自動車購入契約締結について

76 消防団用小型動力ポンプ付軽積載車３台購入契約締結について

77 消防団用消防ポンプ自動車購入契約締結について

78 損害賠償の額を定めることについて

79 上野原市固定資産評価員の選任の同意について

－

同意
80 上野原市農業委員会委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４分の

１以上とすることの同意について

81
～
94

上野原市農業委員会委員の任命の同意について

95
～
96

人権擁護委員候補者の推薦について 適任

会期
短縮

令和２年第２回定例会は、６月４日から１９日までの１６日間を予定し

ていましたが、新型コロナウイルス感染症対策のため、初日に補正予算の

採決を行い、会期を１６日までの１３日間と短縮をしました。
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◆全会一致の議案

※　「－」は委員会付託が省略された議案です。

■
特
別
定
額
給
付
金
給
付
費
（
国
庫
補
助
）

	
２
３
億
０
０
３
１
万
９
千
円

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
費
（
市
独
自
）

	

２
億
３
４
９
３
万
７
千
円

　

◯
子
育
て
世
帯
対
策
費

　
　
　

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化	

２
５
０
３
万
７
千
円

　
　
　

子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金	

２
３
５
２
万
３
千
円

　
　
　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
金	

　

１
９
４
０
万
円

　

◯
保
健
衛
生
費
（
高
齢
者
等
マ
ス
ク
配
布
）	

７
７
３
万
８
千
円

　

◯
中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
対
策
費

　
　
　

事
業
者
応
援
事
業	

１
億
２
０
０
０
万
円

　
　
　

飲
食
店
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
応
援
事
業	

３
０
０
万
円

　
　
　

融
資
保
証
料
助
成
（
県
50
％
・
市
50
％
）	

１
８
３
１
万
５
千
円

■　

主
な
歳
入

　
　
　
　

国
庫
補
助
金	

２
３
億
２
７
４
４
万
５
千
円

　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金	

　
　
　
　

２
億
１
２
０
３
万
２
千
円

補正
予算

補
正
総
額　

２
５
億
２
９
６
７
万
１
千
円

５
月
８
日
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
８
件
の

専
決
処
分
と
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一

般
会
計
の
２
５
億
２
９
６
７
万
１
千
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

議
案
第
61
号　

令
和
２
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

令和 2年第 1回臨時会

令和 2年第 1回臨時会議決結果等一覧表

議
案
番
号

案      件     名 付託
委員会

審議
結果

53 専決処分の承認を求めることについて
(上野原市税条例等の一部を改正する条例制定について )

－

承認

54 専決処分の承認を求めることについて
（上野原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について）

55 専決処分の承認を求めることについて
（上野原市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について）

56 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度上野原市一般会計補正予算（第９号））

57 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度上野原市国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

58 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度上野原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号））

59 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度上野原市介護保険特別会計補正予算（第４号））

60 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度上野原市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号））

61 令和２年度上野原市一般会計補正予算（第１号） 可決
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　遠藤美智子
副委員長
　八木一雄
委員
　内田倫弘
　川田好博
　川島秀夫
　山口好昭
　長田喜巳夫
　尾形幸召

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　東山洋昭
副委員長
　山口　薫
委員
　白鳥純雄
　小俣　修
　杉本公文
　杉本友栄
　岡部幸喜　
　尾形重寅

会期中の審査

６
月
８
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
制
定
２
件
、
契
約

締
結
４
件
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
１
件
の
計
７
件
を

審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
、
答
弁

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。
「
議

案
第
74
号　

市
立
上
野
原
中
学
校
屋

内
運
動
場
大
規
模
改
造
（
老
朽
）
工

事
（
明
許
）
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て
」
は
入
札
の
結
果
、
４
月
30
日
に

仮
契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。
議
案
第

75
号
か
ら
議
案
第
77
号
に
つ
い
て
は
、

消
防
関
係
車
両
を
消
防
署
へ
１
台
、

消
防
団
へ
４
台
、
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す

る
事
に
つ
い
て
は
入
札
に
よ
り
、
有

限
会
社
中
村
ポ
ン
プ
工
作
所
と
仮
契

約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　�

議
案
第
75
号
か
ら
議
案
第
77

号
の
落
札
者
が
同
一
で
あ

る
。
県
外
の
業
者
等
、
他
の

入
札
は
な
い
の
か
。

Ａ
　�

公
告
の
際
の
地
域
要
件
と
し

て
、山
梨
県
内
、東
京
都
内
、

神
奈
川
県
内
に
締
結
権
限
を

有
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

公
告
の
期
間
も
十
分
に
取
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
札
の

競
争
性
は
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
審
査
結
果
】　

７
案
件
に
つ
い
て

採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し

て
、
上
野
原
駅
南
口
・
北
口
と
桂
川

河
川
敷
等
の
調
査
や
秋
山
温
泉
と
秋

山
マ
ス
釣
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対

策
や
管
理
状

況
に
つ
い
て

調
査
す
る
予

定
と
な
り
ま

し
た
。

６
月
８
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
制
定
２
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

議
案
第
65
号
「
上
野
原
市
仲
間
川

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

簡
易
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と
市

内
に
お
け
る
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

簡
易
水
道
料
金
の
改
正
を
行
う
も
の

で
、
利
用
者
の
負
担
増
を
考
慮
し
、

令
和
３
年
と
令
和
５
年
の
２
回
に
分

け
て
段
階
的
に
行
う
も
の
で
す
。

Q　

�

口
径
ご
と
の
料
金
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
現
状
か
ら

ど
の
程
度
負
担
が
増
え
る
の

か
。

A　

�

一
般
家
庭
は
通
常
20
ミ
リ
と

な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
２
ヶ

月
で
40
㎥
使
用
し
た
場
合
、

現
在
の
４
９
５
０
円
が
、
令

和
５
年
に
は
８
５
１
４
円
に

な
り
ま
す
。

議
案
第
66
号
「
上
野
原
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
」
は
、
令
和
元
年
10
月

以
降
の
税
率
引
き
上
げ
に
関
連
し
、

介
護
保
険
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ

れ
た
た
め
上
野
原
市
介
護
保
険
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
第
１
段
階

か
ら
第
３
段
階
ま
で
の
第
１
号
被
保

険
者
の
減
額
賦
課
に
つ
い
て
、
消
費

税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収

分
が
満
年
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
減
額
幅
を
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

【
審
査
結
果
】　

�

議
案
第
65
号
に
つ

い
て
は
、
異
議
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

起
立
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多

数
、
議
案
第
66
号
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し

ま
し
た
。

上野原駅南口広場

仲間川簡水浄水場
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

一般質問

東山洋昭

　
特
別
定
額
給
付
金
基
準
日
翌
日
以
降
の

　
新
生
児
に
も
子
育
て
支
援
を

質
問　

国
で
は
、
現
在
国
民
一
人
に
特

別
定
額
給
付
金
を
本
年
４
月
27

日
付
で
住
民
票
が
あ
る
方
に
対

し
て
10
万
円
の
給
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。
出
生
日
が
１
日
違
っ

た
４
月
28
日
以
降
に
生
ま
れ
た

新
生
児
に
は
、
特
別
定
額
給
付

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
護

者
の
方
に
対
し
て
、
市
独
自
の

子
育
て
支
援
が
で
き
な
い
も
の

か
。

答
弁　

国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給

基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生

児
に
対
し
て
は
、
今
後
示
さ
れ

る
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
係

る
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
交
付

額
、
使
途
等
の
詳
細
を
精
査
し

て
、
市
独
自
の
支
援
策
が
で
き

な
い
か
関
係
各
課
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

意
見　

子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
１
を
目

指
す
当
市
と
し
て
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
実
施
に
向
け
て
の
対
応

を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
「
出
産

奨
励
祝
い
金
」
と
い
う
名
称
の

奨
励
と
い
う
言
葉
は
少
し
違
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
条
例
名
を

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
、
よ

う
こ
そ
上
野
原
市
へ
条
例
」
と

し
て
、
本
当
に
パ
パ
・

マ
マ

や
、
祖
父
母
・
親
戚
の
方
た
ち

が
喜
ん
で
く
れ
て
、
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
ね
、
丈
夫
に
育
っ
て

ね
、
と
い
う
こ
と
を
込
め
て
条

例
の
名
称
変
更
す
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
は
な
い
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
、
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　

他
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
市
立
病
院
の

経
営
と
医
療
従
事
者
等
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

山口　　薫

質
問　

国
は
各
自
治
体
に
、
感
染
症
対

策
と
し
て
、
避
難
所
等
の
見
直

し
を
促
し
ま
し
た
。
当
市
の
避

難
の
計
画
に
、
空
き
教
室
や
廃

校
を
加
え
、
安
全
な
場
所
な
ら

自
宅
や
親
戚
、
民
間
施
設
も
避

難
先
と
し
て
有
効
と
、
市
民
に

周
知
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁　

国
や
県
、
関
係
課
と
の
連
携
の

中
で
、
随
時
実
行
し
市
民
に
も

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。　

質
問　

地
震
に
よ
る
北
海
道
の
全
域
停

電
、
台
風
に
よ
る
千
葉
県
の
長

期
間
停
電
等
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
従
来
の
非
常
電
源
に
加
え
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

や
蓄
電
池
設
備
を
備
え
て
は
。

答
弁　

現
在
市
役
所
等
に
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

温
暖
化
対
策
も
含
め
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

質
問　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
未
加
入
世
帯
は
、
市
か

ら
の
テ
レ
ビ
放
送
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
情
報
格
差
を
早
期

に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
に
影
響
を
与
え
る
５
Ｇ
の

有
効
活
用
の
早
期
検
討
を
。

答
弁　

情
報
格
差
の
解
消
に
は
、
新
た

な
対
策
が
必
要
と
な
り
相
当
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
５
Ｇ
は

活
用
が
期
待
さ
れ
、
市
も
国
等

の
状
況
を
注
視
し
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

上
野
原
は
周
囲
の
山
や
川
の
景

観
も
良
く
、
桂
川
橋
付
近
は
桃

太
郎
の
生
誕
地
と
し
て
の
伝
説

も
あ
り
ま
す
。
地
元
の
観
光
協

会
等
で
は
、
こ
の
観
光
資
源
を

世
界
に
発
信
し
よ
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
市
は
ど
の
様
な
支

援
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁　

活
動
す
る
団
体
に
は
一
定
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
光
情

報
発
信
も
、
よ
り
充
実
し
た
内

容
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
の
た
め
最
善
の
対
策
を

桂川橋付近
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

一般質問

繋
げ
る
と
し
て
い
る
。
第
３
期

は
今
回
の
数
値
を
上
回
る
よ
う

施
策
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
。

質
問　

第
２
期
の
総
合
戦
略
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
道
路
交

通
環
境
の
整
備
必
要
が
25
・
８

％
で
あ
る
。
住
環
境
の
整
備
は

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
連

動
す
る
。
住
民
要
望
に
つ
い
て

は
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
。

答
弁　

公
共
交
通
の
改
善
、
道
路
整
備
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

意
見　

道
路
沿
い
住
宅
周
辺
の
樹
木
の

伐
採
が
必
要
。
森
林
環
境
譲
与

税
な
ど
に
よ
り
、
観
光
関
連
事

業
に
連
動
さ
せ
、
も
み
じ
街
道

の
整
備
、
桜
の
名
所
づ
く
り
な

ど
住
民
と
共
に
進
め
る
べ
き
。

質
問　

将
来
人
口
の
目
標
に
つ
い
て
、

国
は
２
０
６
０
年
に
１
億
人
を

維
持
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
今
年
の
人
口
か
ら
見
る
と

20
％
減
で
あ
る
。
当
市
に
お
い

て
も
20
～
25
％
減
で
方
向
を
示

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
目
標
を

１
万
１
１
６
６
人
と
し
て
い

る
。
考
え
方
は
。

答
弁　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値
は
、

現
在
の
人
口
の
減
少
幅
を
ど
う

抑
え
る
か
で
は
な
く
、
社
人
研

の
推
計
値
を
ど
れ
だ
け
増
や
せ

る
か
と
い
う
考
え
方
で
設
定
し

て
い
ま
す
。
国
の
ア
ッ
プ
率
は

９
・
７
％
県
は
25
・
８
％
で
す

が
、
当
市
は
59
％
の
ア
ッ
プ
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

意
見　

国
の
減
少
率
に
見
合
う
方
向
で

設
定
す
べ
き
と
考
え
る
。
40
年

先
の
こ
と
で
す
か
ら
展
望
・
希

望
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
し
て

い
き
１
万
１
千
人
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
。
総
合

戦
略
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
５
年

毎
に
見
直
し
、
第
３
・
４
期
に

長田喜巳夫

　
人
口
減
少
と
ま
ち
づ
く
り

質
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
、
本

人
や
近
親
者
、
医
療
従
事
者
な

ど
が
傷
つ
か
な
い
対
策
は
。

答
弁　

不
確
か
な
情
報
や
事
実
と
異
な

る
情
報
を
鵜
呑
み
し
、
拡
散
せ

ず
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
く
冷

静
な
行
動
を
、
市
民
の
皆
様
に

は
お
願
い
し
ま
す
。

質
問　

今
年
度
取
り
組
む
予
定
の
、
防

災
士
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
、
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。
市
が

受
講
料
を
負
担
し
、
甲
斐
の
国

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
士
の

資
格
取
得
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

質
問　

学
校
が
再
開
し
、
今
ま
で
と
違

う
教
育
環
境
の
中
で
、
最
優
先

に
取
り
組
む
課
題
は
何
か
。

答
弁　

今
後
の
対
策
に
備
え
、Ｇ

ギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
に
よ

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
家
庭
へ
モ
バ

イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸
与
を
行
い
、

全
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
恐
怖
や

不
安
に
対
し
、
心
の
ケ
ア
が
必

要
と
思
う
が
対
応
は
。

答
弁　

保
護
者
と
連
携
し
、
き
め
細
か

な
健
康
観
察
や
様
々
な
専
門
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
、
協
力
し
、
組

織
的
な
支
援
体
制
で
適
切
に
対

応
し
ま
す
。

質
問　

感
染
症
対
策
で
、
業
務
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
る
が
教

職
員
増
員
へ
取
り
組
み
は
。

答
弁　

小
６
・
中
３
を
少
人
数
編
成
な

ど
に
す
る
た
め
、
新
た
に
教
員

の
配
置
や
、
学
習
指
導
員
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

白鳥純雄

　
教
育
の
安
心
環
境
・
防
災
へ
の
取
り
組
み
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

一般質問

杉本公文

質
問　

昨
年
の
11
月
24
日
に
市
長
の
後

援
会
が
開
催
し
た
熱
海
へ
の
、

バ
ス
ツ
ア
ー
に
お
け
る
案
内
状

や
参
加
者
の
領
収
書
の
コ
ピ
ー

を
拝
見
し
、
参
加
費
が
徴
収
さ

れ
な
か
っ
た
と
の
話
を
確
認
し

た
。
男
性
１
万
円
、
女
性
７
千

円
の
参
加
費
の
徴
収
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

こ
れ
は
私
の
後
援
会
が
主
催
し

私
自
身
直
接
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、

後
援
会
も
私
同
様
、
そ
の
名
を

汚
す
事
の
な
い
よ
う
あ
ら
ゆ
る

法
令
を
遵
守
す
る
よ
う
心
が
け

て
お
り
、
適
正
な
会
計
処
理
を

実
施
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

質
問　

後
援
会
の
こ
と
だ
か
ら
で
は
済

ま
な
い
。
市
長
に
は
説
明
責
任

が
あ
る
。
参
加
者
に
よ
る
と
、

バ
ス
乗
車
時
に
、
３
千
円
の
支

払
い
と
そ
の
領
収
書
が
渡
さ
れ
、

帰
り
に
案
内
状
に
あ
る
金
額
の

領
収
書
も
渡
さ
れ
た
と
聞
き
ま

す
。
市
長
は
こ
の
様
な
事
実
を

承
知
し
て
お
り
ま
す
か
。

答
弁　

あ
く
ま
で
も
後
援
会
が
や
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
私
は
そ
の
こ

と
は
存
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。
後

援
会
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

質
問　

１
万
円
又
は
７
千
円
の
参
加
費

を
徴
収
せ
ず
、
誰
か
が
提
供
・

負
担
し
た
と
な
れ
ば
公
職
選
挙

法
の
寄
付
行
為
に
当
た
り
、
又

正
確
な
収
支
報
告
を
県
の
選
管

に
提
出
が
な
け
れ
ば
政
治
資
金

規
制
法
違
反
と
な
る
認
識
は
。

答
弁　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
後
援
会
と

し
て
も
適
正
に
処
理
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

　
市
長
の
政
治
活
動
、
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
費

　
の
徴
収
と
会
計
処
理
は
適
正
か

説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
て
減
収
し
た
場
合
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
徴
収
猶
予
な
ど

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
税
な
ど
の
減
免
に
つ
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
の
方
に
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

今
年
の
収
入
が
基
準
以
下
に
な

る
お
そ
れ
の
家
庭
に
対
し
て
就

学
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

答
弁　

特
別
に
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

前
年
の
所
得
だ
け
で
は
な
く
、

申
請
時
の
状
況
も
含
め
て
判
断

す
る
よ
う
、
柔
軟
な
対
応
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
を
再
度
保
護
者
に
通
知
し
、

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

市
立
病
院
は
３
月
～
５
月
で
約

３
割
の
減
収
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
ど
う
手
当
し
て
い
く

か
。

答
弁　

経
営
努
力
を
し
て
も
な
お
不
足

を
生
じ
る
場
合
は
、
国
の
支
援

策
を
注
視
し
な
が
ら
、
地
域
医

療
振
興
協
会
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

市
内
の
ほ
か
の
医
療
機
関
へ
の

支
援
は
。

答
弁　

雇
用
調
整
助
成
金
や
持
続
化
給

付
金
な
ど
多
く
の
支
援
制
度
が

あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
医
療
機

関
に
は
、
制
度
の
確
認
や
国
や

県
の
問
合
せ
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

医
療
機
関
で
は
感
染
症
の
リ
ス

ク
を
抱
え
な
が
ら
従
事
し
て
い

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
支
援
す
る

と
い
う
立
場
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
弁　

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
市
税

等
の
減
免
に
つ
い
て
き
ち
ん
と

川田好博

　
医
療
機
関
、
困
窮
者
に
支
援
を
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

一般質問

八木一雄

質
問　

休
業
措
置
は
児
童
・
生
徒
に
精

神
面
や
学
習
面
で
ど
の
様
な
影

響
を
与
え
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
や

ケ
ア
に
は
ど
う
対
処
し
た
か
。

答
弁　

一
部
の
児
童
・
生
徒
に
生
活
の

リ
ズ
ム
の
乱
れ
や
学
習
面
で
の

取
り
組
み
進
捗
に
個
人
差
は
あ

っ
た
が
、
担
任
や
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
電
話
連
絡
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
配
布
な
ど
き
め
細
か
な
対
応

が
な
さ
れ
精
神
面
・
学
習
面
共

に
概
ね
問
題
も
な
く
学
校
生
活

が
再
開
で
き
ま
し
た
。

質
問　

市
内
小
中
７
校
で
の
遠
隔
授
業

（
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
）
の
導
入

実
施
は
い
つ
か
ら
可
能
か
。

答
弁　

教
員
と
児
童
生
徒
の
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
双
方
向
で
行
う
、
新

し
い
端
末
を
使
っ
た
遠
隔
授
業

が
実
施
で
き
る
環
境
は
、
円
滑

に
準
備
が
進
む
と
１
月
下
旬
～

２
月
上
旬
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

質
問　

学
習
遅
れ
を
取
り
戻
す
為
の
施

策
と
し
て
「
少
人
数
ク
ラ
ス
」

の
導
入
は
「
小
６
と
中
３
」
で

ス
タ
ー
ト
か
。
ま
た
他
の
学
年

へ
の
学
習
支
援
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。　

答
弁　

少
人
数
授
業
な
ど
き
め
細
か
な

指
導
加
配
に
つ
い
て
小
中
学
校

の
最
終
学
年
小
６
と
中
３
を
少

人
数
編
成
に
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
「
教
員
」
を
配
置

し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
学
年
に

つ
い
て
も
休
業
中
の
未
履
修
分

の
補
修
等
、
全
体
・
個
別
指
導

の
補
助
に
当
た
る
学
習
指
導
員

を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
学
習

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
現

在
、
教
員
や
指
導
員
の
募
集
を

行
っ
て
お
り
、
人
材
が
確
保
で

き
次
第
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な

教
育
施
策
に
つ
い
て
教
育
長
に

抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
教
育
現
場
の

　
現
状
と
今
後
に
向
け
て

内田倫弘

今
後
の
市
内
小
中
学
校
の
授
業

　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
取
組
に
つ
い
て
）

体
験
や
『F

o
rm

』
を
使
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
機
能
を
体
験
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
文
科
省
の

方
針
を
受
け
て
可
能
な
家
庭
か

ら
順
次
、
家
で
ロ
グ
イ
ン
出
来

る
か
確
認
し
夏
休
み
に
は
最

低
１
回
は
先
生
と
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
や
健
康
観
察
の
実
施
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
２
学
期
以
降
は

『C
la
s
s
ro
o
m

』
を
使
っ
た
授
業

で
学
年
に
応
じ
た
課
題
や
資
料

の
配
布
・
提
出
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
の
使
用
開
始
に
つ

い
て
は
、
全
生
徒
へ
の
端
末
の

入
札
は
山
梨
県
教
育
委
員
会
が

８
月
に
行
い
、
各
市
町
村
で
契

約
を
締
結
、
12
月
頃
納
期
予
定

で
す
。
本
格
的
な
活
用
は
３
学

期
以
降
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

質
問　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
形
は
ど
の

よ
う
な
形
を
と
る
の
か
。

答
弁　

当
市
で
は
、G

o
o
g
le

社
の
教

育
に
特
化
し
た
『G

�S
uite

�fo
r�

E
d
uc
a
tio

n

』
を
活
用
い
た
し
ま

す
。
こ
の
主
な
機
能
で
あ
る

『C
la
s
s
ro
o
m

』
を
利
用
し
、
児

童
生
徒
は
学
校
の
日
常
授
業

で
、
課
題
や
宿
題
の
提
出
、
教

材
や
資
料
の
確
認
、
共
同
編
集

で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
教
師

へ
の
質
問
等
が
出
来
ま
す
。
ま

ず
は
こ
の
様
な
出
来
る
所
か
ら

始
め
、
最
終
的
に
は
先
生
と
生

徒
が
画
面
を
見
な
が
ら
話
が
出

来
る
『M

e
e
t

』
と
い
う
機
能
を

活
用
し
、
遠
隔
授
業
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

質
問　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　

先
生
方
に
１
学
期
中
『C

la
s
s
�

ro
o
m

』
の
理
解
を
深
め
、
子
供

達
は
Ｐ
Ｃ
教
室
で
ロ
グ
イ
ン
し

『C
la
s
s
ro
o
m

』
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
『M

e
e
t

』

を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

一般質問

遠藤美智子

山口好昭

質
問　

地
球
規
模
、
地
球
全
体
に
広
が

っ
た
未
知
の
感
染
症
に
対
し
て

市
独
自
の
支
援
策
を
伺
う
。

答
弁　

第
１
次
の
市
支
援
は
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
や
障
害
児
者
、
未

就
学
世
帯
、
妊
婦
等
ヘ
マ
ス
ク

配
布
、
子
育
て
世
帯
へ
生
活
支

援
金
１
万
円
支
給
、
小
中
学
生

の
給
食
費
無
償
化
、
中
小
企
業

や
個
人
事
業
主
に
10
万
円
交
付

す
る
事
業
者
応
援
補
助
金
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
等
を
行
う
飲
食
店

事
業
者
に
３
万
円
を
交
付
す
る

事
業
補
助
金
な
ど
を
実
施
。
第

２
次
支
援
と
し
て
市
内
の
全

世
帯
へ
50
枚
入
り
マ
ス
ク
１
箱

配
布
、
小
中
学
校
の
全
て
の
児

童
・
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

家
庭
学
習
を
行
う
た
め
の
機
器

整
備
、
大
学
生
等
へ
５
万
円
給

付
、
高
校
生
の
保
護
者
へ
１
万

円
給
付
、
傷
害
児
者
通
所
事
業

所
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
対
す
る
感
染
症
の
予
防
を
目

的
と
し
た
物
品
等
の
購
入
費
補

助
を
迅
速
に
実
施
。
こ
れ
ら
の

市
支
援
は
第
１
次
と
第
２
次
を

合
わ
せ
る
と
総
額
で
３
億
７
千

万
円
規
模
と
な
り
ま
す
。

質
問　

市
長
は
本
会
議
初
日
の
所
信
で

感
染
症
の
長
期
化
を
見
据
え
市

民
の
健
康
で
安
心
・
安
全
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
述
べ

た
が
市
長
の
任
期
を
来
年
に
控

え
る
状
況
を
含
め
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

現
在
は
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
最
後
ま
で
取
組
む

覚
悟
で
あ
り
責
務
と
考
え
ま

す
。

　
　
　
　

次
期
市
長
選
に
出
馬
し
引
き

続
き
市
政
運
営
を
担
う
べ
く
決

意
を
固
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

あ
る
対
策
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
第
２
次
補
正
予
算
に
よ
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て
も
、
必
要
な
と
こ
ろ
へ
迅
速

に
確
実
に
届
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨

時
給
付
金
や
、
市
内
事
業
者
へ

の
さ
ら
な
る
支
援
な
ど
、
今
後

の
支
援
策
の
考
え
を
問
う
。

答
弁　

交
付
金
に
つ
い
て
は
詳
細
が
明

ら
か
に
な
り
次
第
、
交
付
限
度

額
等
を
勘
案
し
、
新
た
な
施
策

の
活
用
な
ど
検
討
し
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　

他
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
お
け
る
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
の
導
入
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

総
務
省
の
「
高
齢
者
の
災
害
時

の
情
報
伝
達
に
お
い
て
２
０
２

０
年
に
目
指
す
べ
き
姿
」
で
は
、�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
耐
災
害
性

の
向
上
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

に
よ
る
情
報
手
段
の
多
様
化
等

の
基
盤
整
備
の
取
り
組
み
を
す

る
べ
き
と
し
て
い
る
。
現
在
、
高�

齢
者
を
中
心
に
「
防
災
無
線
が

聞
き
に
く
い
、聞
こ
え
な
い
。
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

当
市
の
災
害
時
の
情
報
発
信
ツ

ー
ル
は
複
数
あ
る
が
、
情
報
通

信
基
盤
事
業
の
用
途
を
明
確
に

し
て
、
も
っ
と
効
果
的
に
活
用

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

防
災
行
政
無
線
は
屋
外
放
送
と

連
動
し
て
宅
内
の
音
声
告
知
端

末
で
も
放
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
音
声
告
知
端
末
の

有
効
性
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問　

市
独
自
の
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ピ
ー
ド
感

市
民
の
安
心
安
全
の
情
報
発
信
を

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
今
後
の
活
用
策
は

白い箱（ＯＮＵ）
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市長へ提言

令和２年５月１１日

上野原市長　江口英雄　様

上野原市議会議長　川島秀夫

新型コロナウイルス感染症対策に関する提言について

　新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、緊急事態宣言が５月３１日まで延長されるなど、

感染の終息が見通せない状況となっています。

　当局においては、「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、国・県と連携して感

染症対策に取組むことにより、感染者の増加を防ぐとともに、市独自の取組みを実施・検討

されており、迅速な対応に敬意を表するものです。

　市議会においても、議会内での感染防止や、不要不急の委員会等の開催を自粛するととも

に、感染拡大防止、一日も早い終息のため議会として何ができるか、議員間討議を重ねてき

ました。

　つきましては、議員各位の提言・要望等をとりまとめましたので、今後の「新型コロナウ

イルス感染症対策本部」推進に際し、市民の安全安心な生活の確保と不安解消が図られるよ

う下記のとおり提言します。

記

１�　新型コロナウイルスの感染を最小限に食い止めるため、発熱外来を設置し、必要に

応じＰＣＲ検査、抗体検査が実施できるような環境整備の確立について努めること。

２�　休校中となっている小中学校の授業を個別に受けられるよう様々なインターネット

サービスを駆使し、全ての児童、生徒がサービスを利用できるよう電算機器等の貸出

しを併せて検討するよう努めること。

３�　新型コロナウイルスの終息が長引くことも鑑み、医療や介護、福祉従事者のマスク

や防護服といった衛生用品が常時確保されるよう努めること。

４�　市内商工業者、個人事業主及び困窮している学生への財政支援がされるよう努める

こと。

５�　市のホームページや広報を活用し、新型コロナウイルスに関する各種サービスや相

談窓口が迅速に全市民に周知されるよう努めること。

６�　新型コロナウイルスの感染症緊急経済対策に伴う各種給付金を全ての対象者が申請

できる支援を講じるよう努めること。

以上
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市長へ提言・議員表彰

提言議員
表彰

　

市
議
会
か
ら

　
　
　

市
長
へ
提
言

　

市
議
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
市
民
か
ら
の
要
望

に
沿
っ
て
意
見
を
ま
と
め
、
５
月
11
日

に
川
島
秀
夫
議
長
か
ら
江
口
英
雄
市
長

に
対
し
「
提
言
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
の
内
容
の
多
く
は
、
６
月

議
会
に
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
に
反
映

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

山
梨
県
市
議
会
議
長
会
表
彰

20
年
功
績

岡
部　

幸
喜
議
員

尾
形　

重
寅
議
員

尾
形　

幸
召
議
員

杉
本　

友
栄
議
員

杉
本　

公
文
議
員

15
年
功
績

　

全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
山
梨
県
市
議
会
議
長

会
よ
り
功
績
の
あ
っ
た
各
議
員
に
対
し
て
、
表
彰

状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、小中学校の休校

が余儀なくされました。今後児童生徒が家庭でのオンライ

ン授業に対応するための準備が進んでいます。

国庫補助の申請、納品時期など予定が変更することもあります。

Ｇ
ギ ガ

ＩＧＡ
スクール構想

　ＧＩＧＡスクール構想は、児童・生徒に一人１台のパソコンが利用できる体制を目指してい

ます。３月定例会に引き続き、議会から提言もあって、全児童・生徒を対象とするため６月定

例会で補正予算が組まれました。
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TEL　
0554-63-0188

議会だより編集常任委員会

委 員 長	 川田　好博

副委員長	 白鳥　純雄

委　　員	 内田　倫弘

委　　員	 八木　一雄

委　　員	 山口　　薫

委　　員	 遠藤美智子

市

編集

後記

の

民

声
侵略してきたのは、どこの国でもなく、ましてや怪獣でも宇

宙人でもない。地球上に人類より遥か以前より生きているコロ
ナウイルスという微生物でした。皮肉なことに人間同士が争う
中、このウイルスは国や人種など関係なく平等に攻撃してきま
す。これから私たちはこのウイルスを撃退する、あるいは共存
する道を模索していかなくてはなりません。世界中で医療従事
者は頑張っています。今、私たちにできることは、それまで自
分を守り、他人を思いやる行動をしていくことではないかと思
います。手洗い、うがい、マスク、当たり前のことをやりまし
ょう。人類の英知は必ずやこの危機を乗り切ってくれることを
信じて。

みんなで頑張りましょう。

盛夏の候、今号の作成にご協力いただいた皆様に心から感謝し
ております。

市内小中学校は新型コロナ感染症対策による休業期間が明け６
月１日より平常授業が始まり、子供達の登下校時の楽しそうな声
が幸せに感じます。しかし、まだまだ新型コロナウイルスは猛威
を振るっており、６月、7月も県内で感染者が出てしまいました。
当市もこの定例会はコロナ議会となり、一般質問では１０名の議
員が登壇、全員が感染症対策に関する質問をし、今後起こりうる
第２波・３波に備えての対策について確認をしていました。

今後も『議会だより』では多くの情報を発信して参りますので
今後とも宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　（内田）

　　　姿なき侵略者

長田クリニック
長田　一仁院長

通常の傍聴には予約の必要はありません。
傍聴当日、3階議会事務局受付までお越しく
ださい。委員会の傍聴については、委員長の
許可が必要です。

日 月 火 水 木 金 土
8/30 8/31 9/1 2

傍聴可

本会議

3 4
予算特別

5

6 7

総務産業

文教厚生

委員会

8 9
決算特別

10 11
決算特別

12

13 14
決算特別

15 16 17

傍聴可

一般質問

18

傍聴可

一般質問

19

20 21

敬老の日

22

秋分の日

23

（予備日）

傍聴可

一般質問

24 25

傍聴可

本会議

26

議会の傍聴について

発
行
/上
野
原
市
議
会
　
	

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番

地
編
集
/上
野
原
市
議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会
	

TEL：0554-62-3344（
直
通
）

U
RL：http://w

w
w
.city.uenohara.yam

anashi.jp 	
E-m
ail：shom

ugiji@
city.uenohara.lg.jp

上
野
原
市
議
会
だ
よ
り
N
o.62

令
和
２
年
８
月
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上
野
原
市
上
野
原
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TEL　
0554-63-0188

市議会では、一般質問を傍
聴する際、満1歳以上から就学前までのお子
さんを無料でお預かりする託児サービスを実
施しております。
ご希望の場合は、傍聴
希望日の1週間前までに、
議会事務局 （62-3344）
へお申し込みください。

託児サービスを
ご利用ください

議会だよりの
QRコードです

月定例会予定9


